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だるま市が開かれ、境内にはだるまが並び、だるまを
買い求めるかたなどが訪れました。また、この日は、子
どもたちが自由に色を塗った創作だるまも展示され、訪
れたかたの目を楽しませていました。

かわいいだるまが勢ぞろい、
約80個並んだ創作だるま

子育て中のお母さんの仲間づくりを目的に、白岡町母子愛育会
（幼児教室実行委員会）主催の「節分豆まき」が行われました。
悪い大人の鬼が入ってきた瞬間は、怖くてお母さんの後ろに隠れ

てしまった子どもたちでしたが、勇気を奮いだして悪い大人の鬼を
退治しました。

下大崎地内に、新しいグラウンド
がお目見えしました。このグラウン
ドは、お年寄りのかたの交流や健康
づくりのためにと、下大崎行政区で
整備し、1月下旬に完成しました。

かわいい鬼たちが、悪い大人の鬼を退治

かわいいだるまもお目見え

白岡町子ども会育成連絡協議会主催による、さいたま郷土かるた
大会が行われました。参加した子どもたちの表情は皆真剣。1枚で
も多く取りたいという気持でいっぱいでした。

ぬくもりとふるさと学ぶかるたとり

和気あいあい
交流の場ができました

「長栄会」の皆さん。月２回グラウンドゴルフ
で汗を流している。



11

初午の伝統行事、お焚き上げが行われました。

午前0時、境内に積み上げられた立木や枝に火がと

もされ、夜空を焦がさんばかりに燃え上がりまし

た。この火の煙に当たると、風邪をひかず無病息

災に過ごせると言われています。

パークシティ区（管理組合）から、餅つき

大会の売上金の一部13,600円を町に寄付して

いただきました。ありがとうございました。

児童館のリズムクラブの子どもたちが、演奏や踊り
を舞台で発表しました。また、宝仙学園短期大学の皆
さんによる参加劇（三枚のおふだ）も行われ、子ども
たちもいっしょに劇に参加し、楽しんでいました。

「リズムクラブで子どもが参加していました。
いろいろな体験ができて良い思い出になると思
います。また来年も参加したいですね。」

上手にできたよ
劇遊びフェスティバル

新春を祝う豆まきまつりが行われま
した。町の活性化を目指して始まった
この豆まきまつりも、今年で3回目。
山門楼上から、幼稚園児など町民のか
たがた150名以上が豆をまきました。

新井
あらい

直子
なお こ

さん【右】（篠津）

ひとみちゃん【左】

さつきちゃん【中央】

厄払いの炎が夜空を焦がす

ご寄付
ありがとうございました

山門楼上から「福は内」山門楼上から「福は内」


